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要 旨
英語の暖昧表現は言語事実に つ いて興味深い側面を明らかに してくれるが, 従来の文法書 は暖昧
表現に つ い て ははん の申し訳程度に しか触れて いな い ｡ そ れで小論で これをやや組織的に検討 して
みた い と思う ｡
言葉の暖昧性は , 語そ の ものが多義で ある ことに起因するものと , 語が結合する こと によ っ て 構
造が多様に働く た め に多義が生じる もの とがある ｡ 両者を併せ て論ずる ことは紙幅が許さない の で,
本稿で は語頬 (品詞)に よ っ て ど の ような暖昧性を生じるか , すなわち Lexic al Am biguity の姿
を観察する ｡
キ - ワ ー ド
暖昧(性), 多義(性), 漠然, 品詞 , 文脈, 意味, 構造. こと ば遊 び
1 は じめ に
ある会合で 日本人と英語話者と の 間で次の
ような やりとりが あ っ た ｡
A : H o w do yo ulike Japa nese bee r?
B :In my sto m a ch.
B はA の Ho w を様態の 意味に ( 曲) 解し
て答え て い るが , これ を程度の 意味 に と っ て
"
I like it v e ry m u ch.
"
と答え る こ と もで
きた はず で あるか ら, A の
`
Ho w
' は 暖昧
(a mbigu o u s) で あるとい える ｡
言語 の 暖昧性 は大別 して Le xic al Ambi-
guity と Stru ctur al Am biguity に 分類 で き
るが , 本稿 で扱うの は上記 に紹介した ような
Le xic al Am biguity で あり, しか も文脈 を
捨象した英語表現 の多義性を問題に して い る｡
こ れ は以下に 見 ると お り , 不定冠詞 a/ a n
をは じめ , す べ て の語類に生じる現象である｡
Le xic al Am biguity は, 文中に おけ る語 の
文法機能与こ基づくA mbiguity で は なく , 語
その もの が持っ ｢意味の 多重性｣ が問題な の
で , 焦点 は単語 に置か れる ｡ 単語の 分類 は従
来どおり品詞別に分 けて ある ｡
用例 は厳密に Le xic al Am biguity に 絞 る
べ きかとも思われた が, たとえば副詞の場合,
意味もさ る ことなが ら , それが どの語句を修
飾するか に よ っ て 統語上 の 暖昧さ を引き起 こ
すし , 接続詞 の ばあい , 語義は 一 つ で あ っ て
もどの 語句と結合して い るの か , 言い 換えれ
ば, 文の どこ に 区切りを入れるか に よ っ て 暖
昧性が生 じてく る｡ そ れ ゆえ , 例文の 中に は
Str u ctu r al Am biguity の 中に 入れ る べ きも
の が若干入り こん で くるの はやむを得ない こ
とで , その 点はあ らか じめ諒解を得て おきた
い
｡
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2 不定冠詞
不定冠詞 は N Pの特定性に関してa mbigu-
o u sで ある ｡
(1)I n eeded a bo ok
(
(a)but ldidn
'
t ha v e o n e.
(b)but ldidn
'
t ha v eit.
(2)I w a slooking for s om e[s m]bo oks
((
a)but ldidn
'
t find a ny.
(b)but ldidn
'
t find the m .
目的語 の位置に ある名詞 に冠せ られた不定
冠詞 は, specific に も n o n spe cific に も用 い
る ことが で きる｡ すなわち a mbigu o u sで あ
る ｡ こ の a mbiguity は後続の文が解消する ｡
上記(1)(2)の例に おい て は, い ずれも(a) が
n o n spe cific, (b) がspe cific に 用 い られて い
る｡ (a)の場合, 書物ならどん な もの で もよ い
が , (b)の場合, 話者の心の 中に は聞き手に は
分か らな い ある特定の書物が思 い描かれ て い
る はずで ある｡
(3)Ex c u se m e, Ⅰ
'
m lo oking fo r ado cto r,
(a) Ⅰ
'
m lo oking fo r a do ctor . Co uld
yo u ple a s ehelp m eto find o n e?
(b)Ⅰ
'
m lo oking fo r a do cto r. By t he
w ay, his n a m eis Dr . Fo x. Co uld
yo u ple a s ehelp m eto find him?
(b) は話者に と っ て特定 の (spe cific) 医師
で あり,(a)で は どの 医師で もよい ｡ (b)で "the
do ctor
"
と し な い の は, 聞 き手 と の 間で 未
だ その 医師に関する sha r ed kn o wledge が 確
立 して い な い の で , 定冠詞 t he の 原義 ｢相
手の Fr a m e of Refer e n c eを尊重 せ よ｣ の
原】望が働 い て 不定表現 (a do cto r) を用 い
たの で あろう｡
(4)John willbring a girl to the pa rty.
村木 ･ 斎藤 (163) に よれば, (4)の 文に お
い て , willは <未来性> を表す法演算子
(m odal operator) をもち , N P のgirl が
その 作用域内に ある の で , a girl は特定 の
意味に も, 不特定の意味に も解釈さ れる ｡ つ
まり, N P(a girl)の特定性 は暖昧 で ある ｡
3 定 冠 詞
定冠詞が単数の N Pに 冠せ られると特定性
と総称性の 二 つ の解釈が可能に なる ｡
(5)T he ho rs e w o rks quite ha rd.
(a) その 馬はまあよく働く ｡ [ 特定の 馬の 属
性]
(b)馬はよく働くもの だ｡ [ 総称的]
C f. D in a s a u r s ate kelp.
(a) 恐竜はケ ル プ ( 大型海藻) を食べ
て い た ｡ <習性> [ 総称的]
(b)同上 <過去の ある 一 時点で の 出来
事> [ 存在的]
ヰ 名 詞
Lexic al Am biguity を生ずる最 も多い ケ ー
ス は名詞 で あろう｡ 例文をあげれば枚挙に い
とまが な い ｡
(6)T hey pa s s ed the po rt at m idnight.
(a) T hey pa s s ed t he s e apo rt at m id-
night. (港を通過 した)
(b)T hey pa ss ed the po rt win e at mid-
night. (赤ぶ どう酒の受け渡 しを し た)
(7)Cinderella w atched the c olo u rful ball.
(a) 色彩豊か な球を見 っ めて い た ｡
(b)華や かな舞踏会を眺めて い た ｡
(8) T he thing that bothe red Billw a s
c rqu ching u nde rthe table.
(a) ビ ル に 面倒だ っ た の はテ ー ブ ル の下 に
屈み こん で い る こ とだ っ た ｡
(It w a s cr o u ching under the table
that bother ed Bill.)
(b) ビ ル を悩ました奴はテ ー ブ ル の 下に う
ずくま っ て い た ｡
(The c re atu r et hat bothe r ed B illw a s
c r o u ching u nde rthe table.)
(9) T he la wye r stop ped at t he ba r, and
tu r n ed to fa c et he c o urt.
(a) 弁護士 は廷内の手摺の所で立ち止まり,
1J e Xic al ^mt)igulty に つ い て
判事たちの方に振り向い た ｡
(b) 弁護士は バ ー の 所で立ち止まり, テ ニ
ス コ ー ト (裁判所庁舎) の方 へ 振り向い
た ｡
(8)の 例で は, 英語の 多くの 名詞が そうで あ
るように , thing に 抽象性と具象性の 意味が
含まれて い るの で , (a)(b) 二 通り の解釈が生
まれて くるの で あろう｡ 多義語の 中の どの意
味を採用す るか は文脈に よ っ て決まる こ とだ
が , (9)の 場合, い わば
`
ante cede nt prim ed
r e ading
'
と も呼べ る原則に よ っ て , (a)の 読
み に大方傾くで あろうこ とは否めな い ｡ こ の
ことに 関連 して 田中(37)は次の ように説明 し
て い る ｡
『ある場面は特定の 言語表現を連想 させ,
またある言語表現 はある特定の場面を連想
さ せ る ｡ - - ･ 言葉と特定の 場面/ 状況との
結び付きが繰り返され強化される ことによ っ
て , そ の こ とばの語義の中で も単語か らす
ぐ連想 され るもの と そうで ない もの が で き
るの で あろう ｡』
こ の 考え方か らす れ ば, た と え ば , " He
m akes beds ev ery night.
' '
か ら ｢彼 は ベ ッ
ドを作 る職人だ｣ とい う解釈を生み だす コ ン
テ ク ス トはきわめ てまれ で あるとい わな けれ
ばな らな い ｡
(10) My a u nt is a ba chelor.
(a)叔母 は学士で す ｡
(b)叔母は独身で す ｡
Ba chelo rは(a)学士, (b)独身の 男性等の 意
味が あり, (10)は my a u nt な る主語と の 一
致に おい て , 選択制限上(a)の意味に しか取れ
な い と思 われ るが , ba chelor を比喰 的に 用
い るこ とに より(- spin ster),(b)の意味に も
なり得 る｡ 比喉的な用 い 方をすれば 当然
"
He
is a m a rried ba chelo r(- He is m a rried,
but he ha s ahabitof a ba chelo r)" と い
う表現も可能と い う こと に な る｡
Bachelor も Polys e my の 例 に もれず , こ
とば遊び の材料に使わ れ たり , Co mic D ic一
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tio n a ry に登場したりする｡
(ll) Not allm e n a refo ols; s o m e a r e
ba chelors .
(a) 男が みんな馬鹿とい うわけで はない ｡
なかに は学士様もい るよ ｡
(b) 男が みんな愚かとい うわけで はな い ｡
なかに は結婚しな い者もい るさ ｡
因に , こ の文を本学英語専攻学生に和訳さ
せ た と ころ, 後者の ように訳出したもの が ,
一 年生で26名中1名(4%), 二年生30名中11
名(37%)で あ っ た ｡ 念 の た め カ ナ ダ人女性
(20代), 英国人男性 (60代) のイ ン フ ォ ー マ
ン ト に尋ね たと ころ, 英語母語者はあらゆる
年代で ほとん ど例外なく後者の意味に受け取
るだ ろうと い う ことで あ っ た ｡ 文脈な しに与
えた英文な の で 無理もな い ことと思われるが ,
日本人が英語を理解する点 で , 英米人の 物の
考え方, 社会通念, 文化背景等が , い か に重
要な要件 であるか を思 い知 らさ れた 一 文で あ
る ｡
< - ing 形> が現在分詞か動名詞か に つ
い て は統語的な問題を含むの で稿 を改め て扱
う つ もりだが , 次の後半の文の動名詞 は純粋
に語義上の 問琴なの で こ こに 挙げて おく｡
(12) A bald he ad is like he ave n. T her e
is n odying o rpa rtl ng the r e.
禿頭は天国の ようだ ｡
:こ二.:
そ こ で は死も別れもな い ｡
髪 の毛 を染め る こ と も分 ける こ と
もで きない ｡
これ は厳密に は a mbiguity の 問題 で は な
く, 懸言葉ある い は地口 (pu n) を用 い た こ
とば遊 びで あ っ て , (a)(b)の意味を同時に 取り
込まなければその 面白み を逸する ことになる ｡
5 代 名 詞
5･ 1 人称代名詞 に 関わ る a mbiguity は そ
の 多くは照応 に 関するもの で ある ｡ 以下の 例
に おい て は和訳を示さな い が , 代名詞の 照応
に 異な っ た読 みが で きる こ とを(a)(b)が示 して
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い る ｡
(13)John thinks that he willwin.
(a)he - John./(b)he≠John.
Cf. He thinks that John willwin .
(He≠John)
(14) T hat John is w ell liked s urprise s
him .
(a)him - John./(b)him ≠John.
Cf. Its u rprlSe Shim that John is s o
w ell liked.(him ≠John)
(15) W hen John m
.
et To m , he to ok off
his hat.
(a)he - John . /(b)he≠John [he - To m].
(16)John e xpected[M a ry to c atch him].
(a)him - John . /(b)him ≠John.
(17) John e xpected [that Ma ry w o uld
c atch him].
(a)him - John . /(b)him ≠John.
(16)(1 7)に お い て [ ]で示す領域を統率
範時と呼ぶ が, こ の 範囲内で の代名詞 は自由
に 解釈できる ｡
(18)John told Bill he had w o n.
(a)he - John . /(b)he - B ill./(c) he - こ
の文に先行する N P.
5. 2 再帰代名詞 に つ い て も同様に照応関係
に よ っ て複数の 解釈を許す｡
(19)John talked to Billabo ut him s elf.
(a)him s elf - John . / (b)him s elf - Bill.
(20)John a sked Bill to s e nd m e the pic-
tu r e of him self.
(a)him s elf - John . /(b)him s elf - Bill.
5. 3 人称代名詞 に代用表現がか らん で くる
と解釈も複雑に な っ てくる ｡
(21) John love s his wife, a nd s o do e s
Bill
.
(a) J はあい っ の 妻君を好い て い る ｡ B も
だ ｡
(b) J は妻君を愛して い る ｡ Bもそうだ ｡
(c) J は妻君を愛して い る ｡ BもJの妻君
を愛して い る ｡
5. 4 疑問詞が 人称 代名詞 と 共 起 す る と
a mbigu o u sに な る こ とがある ｡ (22) - (24)
は痕跡を入れると, それぞ れ(25)-(27)の よ
うに なる｡ これらの 痕跡 を見 る こ とに より ,
(2 2) (23)で は who がs aid の主語, (24)で は
who が kis sedの目的語 で ある こ とが分か る ｡
(22) w ho s aid Ma ry kiss ed him?
(a) him - who ./(b) him ≠ w bo. [ 文中
に登場する人物は3人 (以上)]
(23) w ho s aid he kiss ed M a ry?
(a)he - who . /(b)he≠ who.
(24) w ho did he s ay M a ry kis s ed?(he≠
who)
(25) w hoI[s tl S aid Ma ry kis sed him]?
- (22)
(26) w hol[s tl S aid he kis sed M a ry]?
- (23)
(27) w hoI[s he s aid Ma ry kiss ed t.]?
- (24)
(22) (23)で は him /he は who と照応
関係 を結 び得るの で a mbigu o u sで あるが ,
(24)で はhe は who と照応関係を結び得な
い の で , 文中の 人物は3人で ある こと は明確
で あり, a mbiguity を残さ ない 文で ある ｡
5. 5 こ こで い わゆ る a mbiguity と v agu e-
rres sに つ い て少し触れて おか ねばならな い ｡
(28)John s a whis fathe rin the dista n c e.
上記の 文に 限らず his は男性 ･ 単数の 指
示物なら何で も指示 で きる ｡ すなわち,
[1] 言語文脈の中で既出の男性の N P(必
ずしも同 一 文中の N Pと は限 らな い)
と照応関係を示す｡
[2] 非言語文脈の 中の 指示物を指す ｡
(28)の 場合, [2] で 示 した事実か らすれ
ば, his が指示 して い るもの は理論上無数に
あるわけで , こ れは二義 (a mbigu o u s) とい
I.ノC Xic al ∧m【)igu lし)
, に つ い て
うよりは, 指示が漠然として い る (v agu e)
とい うべ きで あろう (太田:19)｡ A mbiguity
は意味の 問題 で あり, v agu e n e s sは指示の
問題 で ある ｡
Vagu e n e ssに つ い て は次に 扱う形容詞 に
つ い ても当て はま る こ とで, 例えば,
"
a go od
knife
"
,
"
a go od pia nist
' '
,
"
a go odtim e
"
な どは意味の応用範囲が は っ きり しない (-
v agu e)だけで あり , 厳密な意味で の 多義語
で はな い (田中 :29)｡ 形容詞
"
go od
"
に 関
して は安藤 (正, 281ff.) に 優れた論考が あ
る ｡
代名詞の締め くくりに o n eを用 い た多義
表現に 触れて お き た い ｡ Pr op-w o rd
`
o n e
' は
既出の名詞 を受け る前方照応 の 用法 (An a-
pho ric u s e) と, 文脈 か ら独立 した用法 (In-
depe nde nt u se) が ある ｡ 例え ば, 前者の ば
あい ,
`
the little o n e
' と い え ば, 何で あれ
今 しが た言及された名詞 (the lit tle flo w er
とか the lit tle dog な ど) の こ と を意味し
て い るの に 対し, 後者の ばあ い ,
`
the lit tle
o n e
'
は文脈か ら独立 して ｢子供｣ (the child)
を意味する ｡ 独立用法の o n eは常に 人間を
表すが , 前方照応の o n eは物を指す と考え
て よい ｡ Je spe rs e n(M EG Ⅱ , 10.14)は , 結
婚したばかりの カ ッ プ ル に向けた言葉として,
上記二 用法を巧みに 用 い た表現, したが っ て
両義に 解し得 る 一 種の 語呂合わせ(Pun) を
紹介 して い る ｡
(29) M ay allyo u rfutu r e tr o uble s be
little ones.
(a) 将来い ざこ ざが あれば小さ な もの で あ
りますように ｡
(b) 将来問題が あれば子供さん の こ とだけ
で あります ように ｡
6 形 容 詞
他 の語類 と同様に 形容詞 も polysem o u s
で あるか ら当然嘆味な文が生 じる ｡
(30)John didn ot take the right tur n at
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the inte rs e ctio n.
(a) ジ ョ ン は交差点で右に曲がらなか っ た｡
(right - right-ha nd)
(b) ジ ョ ン は交差点で正 しく曲がらなか っ
た｡ (right - c o r r e ct)
(31) W o uld yo ulike a n ot he rdrink?
(a) もう一 杯い かが で すか ｡
(o Ⅲe m o r e of the s a m e)
(b) 違っ た飲み物はい か が ですか ｡
(a diffe re nt drink)
(32)I need s om e othe r clothe s.
(a) こ れ らの外に (加 えて) 何者か が必要
だ ｡ (I n eed s o m e clothesin addition
to the se.)
[other - fu n ctio n of ad dition]
(b) これらの 代わりに何者か が必要だ ｡
(I need s o m e clothesin ste ad of thes e,)
[ot her - function of r epla c e m e nt]
(31)(32)の文が 二 つ の解釈を許す こ とか ら
推論で きる ことは, a n othe r 及 び other は
｢ すで に話題に な っ て い る物や 状況 に 考慮 を
払うように｣ との標識と して働 い て い ると い
う ことである ｡
(33) M ay I ha v e alittle c ake, ple a s e?
(a) 小さな ケ ー キ を 一 つ い ただけませんか ｡
(little - = s m all[adje ctiv e])
(b) ケ ー キを少 しい ただ けません か ｡
(1ittle - a s m all qu a ntity of
[dete r min e r])
(34) A lo v ely red r o s e.
(a) < すばらしい赤色の > ばら｡
(A r o s et hat is of a lovely red
c olo u r. [lovely - inte n sifier])
(b) 赤いすて きなばらの 花
(A ro s ethat is both lov ely and also
red. [lovely - adje ctiv e])
< - 1y Adj. N P>の
"
- 1ァ
"
は(a)に お い
て は Inte n sifier と して , (b)に お い て は fin e
と同類の 形容詞と して用 い られ て い る ｡ ユ ー
モ ラ ス な表現や詩的表現 で はわざと嘆昧さ を
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醸し出すため に a nd を用 い な い ことがある｡
次の例も(34)と同様の 暖昧さ を含んだ文で あ
る (Blake:38)｡
(35)T his is a s chola rly witty bo ok.
(a) これは学者らしい機知 に富ん だ書物だ ｡
(b) これは学問的か つ 機知に溢れた書物だ｡
(- s chola rly a nd wi tty)
形容詞 1u cky, c a r eful, cle ver, s m a rt,
stupid 等が副詞
`
to o
'
,
`
e n o ugh
' と共 に も
ちい られ, 後に <to一 補文>を従える否定文
は極め て込み入 っ てく
'
る｡
(36)John w a s n't(
to o cle v e r
clev ereno ugh
to le a v e e a rly.
(a) ジ ョ ンが早く発 っ たの は賢明で はな か
っ た ｡
(b) ジ ョ ン は早立ちす るは どよく気がまわ
る男で はなか っ た ｡
(a) に おい て は-e n o ugh, to o は v e ry, s oな
どと同じく単なる Degre eAdv erb と して 用
い られ ( 従っ て省略も可), 補文 <to le a v e
- > は `John lefte a rly
'
とい う前提と し て
働い て い て , 否定の作用はそ こまで及ばな い
とする解釈 で ある ｡ それに対 し, (b)に お い て
は,
"
e n o ugh … to
"
,
"
to o
…
to
"
を Co r relativ e
Degr eeAdv erb と見る ｡ すなわち, eno ugh,
to o が後に来る to X と相関関係 に ある場
令, こ の否定文の 含意は `John didn 't le a v e
e a rly
'
であるとす る解釈が働く｡
<Not to o A to X> は to X に含ま れ
る否定をもう 一 度否定する ことに な るの で,
心理的に複雑な操作が必要で あり, 上 の よう
に 二 つ の 解釈が可能な場合, 心理的に複雑 で
な い 方の 解釈 (a)が 優先 さ れ る よう で あ る
(太田 : 452)｡
次に名詞 に先行する形容詞が 二 つ の 異な っ
た用法を持 っ こ とか ら生 じる暖昧さを見て み
よう｡
(37) My v egeta ria n a u nt is c o ming to
din ner tonight.
(a) 菜食主義の(方の)叔母が今夜夕食に来
る こ とにな っ て い る ｡
制限的:[my △] [a n a u nt of min e
is v egeta ria n]
(b) 叔母 は菜食主義だが , 今夜夕食に 来る
こ とにな っ て い る｡
記述的:[my a u Ⅲt] [my a u nt is
v egeta ria n]
(38) T he philo s ophic al Greeks liked to
talk.
(39) The Gre eks who w e rephilo s ophic al
liked to talk.
(38)の 唆昧さは(39)と同様で ある ｡ (39)の
the Gr e eks が総称ならば 関係詞節は 記述的
で , [the Gr e eks] [the Gr e eks w er ephilo-
s ophic al] と解し, 一 方ギリ シア 人の 一 部に
つ い て な らば [the △] [s o m eGr eeks w er e
philo s ophic al] と いう制限的関係詞節に な
る ｡ (38)に つ い て は , 強勢を Gre eks に 置
けば記述的, philo sophic al に 置 けば制限 的
とい うふ うに区別し得る (中島, 上 :32)0
関係詞節が出た っ い で に , そ の 先行詞 に
tbe が冠せ られた場合の 唆昧性に つ い て もう
一 つ の 例を挙 げてお こう ｡
(40)T he police m a n who kn o w sthe w ay
ha s offer ed to guide u s.
(a) 道を知 っ て い る警官が案内 して あげよ
うと言 っ てくれた ｡
制限的 :[the △] 〔o n epolic e m a n
kn o w sthe w ay]
(b) 道 を知っ て い る警官は案内して あげよ
うと言 っ てくれた ｡
記述的 :[t he polic e m a n] [the po-
1ice m a Ⅲkn o w sthe w ay]
以上, 形容詞 の場合, 同音異義 (right),
意 味特 性 (a n ot he r, othe r), 異 語 頬 兼用
(litle, lovely), 性格形容詞 (c a r eful, cle v-
er
,
etc.), 形容詞 の 二 用法 (At tributiv e,
Predic ativ e)等 に よ っ て暖昧性が生 じる こ と
を見 て きた ｡
LJ C Xic a) ^mt)igu lty に つ い て
7 前 置 詞
(41)T he reis a tr ee a cr o ssthe r o ad.
(a) 道路の向 こう側に 樹木が 一 本ある｡
(T he r eis a tre e o nt he othe r side
of the ro ad.)
(b) 道路を横切 っ て樹木が - ｢本倒れて いる ｡
(T her eis a tr e elying a cr o ssthe
r o ad.)
(a) は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン参加者の 視点が
こ とばの 解釈 に関係 してくる ケ ー ス で , 前置
詞 a cr o s sは deictic 用法である ｡ も し観察
者を木の ある側に 移せば a cr o ssの 使用 は不
可 に な る ｡ こ れに 対し, (b)で は観察者が どこ
に い ようと, ACRO SS(a tre e, the r o ad)
の 関係は 一 定で ある ｡ (a)で は視線の移動が容
易に考え られるの に対し, (b)で は木と道路の
静的な位置関係だ けが問題とな っ て い る (田
中:355)｡
(42)Ⅰ
'
11 do it in a nho u r.
(a) 1時間で やりま し ょ う｡ (L_さ｣)
(b) 1時間後に や りまし ょう ｡ ( ｣_也)
前置詞が慣用句に 含まれ て い る場合, 比喉
的な読 みが可能と なり, 二義に解せ られ る ｡
(43) He sta nds he ad a nd sho ulde rs above
the m.
(a) 彼らよりずばぬ けて背が高い ｡
(b) 彼らより断然優秀だ ｡
他の 語類や品詞 と同じく, 前置詞も曲解す
る こと に よ っ て 面白さ を生む ジ ョ ー ク に登場
して くる ｡
(44) A:i wille x a min e yo ufo r $10.
B :Gn ahe ad. If yo u find it I
'
ll
glV eyo u half.
B :(a)10 ドル で診て あげよ う｡
(b)10ド ル 所持して い な い か検査す
る ｡
B : どうぞ ｡ み つ か っ た ら半分あげま
すよ ｡
(45) A : I he ard yo u w e r e aw ful sick.
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'
t the do cto r do yo u a ny
go od?
B :N o. He told m eto drink a gallo n
of whiskey after ahot bath.
A : A nd didyo udo it?
B : I c o uldn't finish drinking the
hot bath.
｢熱い お風呂の あと｣ とい うの が曲者で ,
前置詞 after の 後に省略さ れて い る動名詞
が 二 通り考え られる ｡ 医者は
`
afte rtaking
a hot bath
'
の 意味で言 っ た の だ が , B は
`
after drinking the hot bat h
'
ととん で も
な い取りか たをしたの で ある ｡
8 助 動 詞
Pe rkin s(25) は, す べ て の 学者の 見解 が
一 致 して い る わけで は な い と しな が らも,
"
A ll t he m odals a r e cle a rly a mbigu o u s.
"
と述 べ て , 次の ような例を挙 げて い る ｡
(46) Elepha nts c a nkillc r o c odiles.
(a) Elepha nts ha v ethe ability to kill
cr o cbdiles. [R o ot]
(b)Itc a nhap pe n that an elephant kills
a cr o c odile. [Episte mic]
概ね法助動詞 (M odals) は , Ro ot ( もし
く は De o ntic) と Episte micの 二 つ の 用 法
があ っ て , それが a mbiguity を生 じる原 因
と な っ て い る ｡ 我々 の 関心 は コ ン テ ク ス ト情
報を省い た `c o nte xt-fr ee m e a ning
'
に お け
る唆昧性で あるが , 法助動詞 c an は 一 つ の
意味に収赦し得るとしなが らも, 以下の よう
な多義性を論じて い る Le wis(112) はや や
的を逸 して い る感がある ｡
Le wis は ある ス ポ ー ツ 競技の 世界選手権
大会に 先だ っ て , 次の ような見出しが新聞 に
載 っ た こ とを引用 し, 種々 の意味分析を して
みせ て い る ｡
(47)Ov ett Ca n npt Repla c eCo e.
(a) 話者は0の選手として の 力がC に及ば
な い , と思 っ て い る ｡
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(b) 何か の 事情, たとえ ば負傷の ため , 0
はCの 交代要員に なれない ｡
(c) 0 は誰か , たとえば競技査問委員会,
に よ っ て C の代わりをする ことを差 しと
められた ｡
(d) C は0 が自分の 代わりに出場する こ と
を許そうとしな い ｡
0とCの 人物, 当時の状況, 国際大会の競
技規則, そ の他の ことに関する理解があ っ て
はじめ て上記の うちの どれかは っ きり した解
釈が で きる の だが, し
'
,ずれの 解釈を取る に し
て も, そ れぞ れ異 な っ た (im)po s sibility
に依存して い る ｡ Le wis は c a nを含むそ の
他諸種 の例文を挙げて , ability, objectiv e
po s sibility, requ ests, offers, dedu ction S
とい う具合に , 文脈上の 意味が機能的に様々
に現れる こと, しかも c a n の 基本的意味特
性は どの例に も ー 貸して流れて い るこ とを指
摘 し て い る ｡ と は い え , (47a-d)は文の 多
義性を云々 して い ると いうよりは , 状況の 多
様性を分析して い るに過 ぎな い の で はなか ろ
うか ｡
Ca n が用い られ た例 に 共通 に 見 られ る核
と なる意味は
`
Po s sibility
'
と関連 しており,
`
Po s sibility
'
に も様々 な種類が ある こ とか
ら暖昧さ が生 じる ｡
(48)John c a n c o m e.
(a) Po s sibility of pe r missio n.
(b) P hysic al po ssibility. (J の 足 は よく
な っ てま た歩ける)
(c) Po ssibility of n o n-re strictio n. (そ
の 日 は仕事や約束な どに 拘束されて い な
い)
ふ つ う, 話者と聞き手 との 問の既知情報や
文脈に よ っ て , 状況に相応 した解釈を
`
Po s-
sibility
'
に 与え る こ と が で き るの で , 暖昧
さ は解消で きる (Le wis :103f.)｡
(4 9)(a) Yo u c a n n ot go today .
( - Y ou are not per mitted to go
today.) [助動詞否定]
(b)Y o u c a n n ot go today.
(- Y o u a reper mitted not to go
today.) [本動詞否定]
(50)(a)Yo u c a n n ot e at yo ur c ake and
ha v eit.
(ケ ー キ を食べ て おきなが らそ れをま
だ手元 に おい て おくなん て , そうは問
屋が おろさな い)
(b)Yo u c a n n ot e at yo ur c ake a nd
ha v eit.
(ケ ー キを食べ ない で , そ の ままず っ
と手元に おい て おく こともできる)
(49)(50)は活字で表されて い るの で読み間
違う こと はな いが , 話すと きに は , い ずれも
(b)の not に強勢をおか な ければな らな い ｡
(5 1)John c o uld ha v edo n eit.
(a) ジ ョ ンだ っ た らそれをで きた の に ｡
(John w o uld ha v ebe e n able to do it
/T he o n e who c o uld ha v edo n eit is
John.)[De o ntic]
(b) ジ ョ ン が そ れ を した は ず だ ｡ (It is
po s sible that John did it / T he o n e
who did itc o uld ha v ebee nJohn .)
[Episte mic]
De o ntic
`
c an
'
は完了形を後に 従え る こ と
はで きな い が , De o ntic
`
c o uld
'
は後に 完了
形を用い る ことが可能で あるた め, (51)の よ
うな暖昧さ が生 じる ｡
法助動詞 m ay の 暖昧さ をどの ように扱う
か , 以下 に(52)は中島(上 :154) か ら, (53)
は太田(463)か ら, (54)は Perkin s(100)か ら
所説を紹介して み る ｡
(5 2) C hildr en m ay fe ed t he a nim als .
(a) 餌をや っ て もよ い [人称的: 話者の
許可]｡
(b) 餌をや るかもしれ ない [非人祢的 :
話者の判断を表すが , 判断の主語 は非
人称の it である] (- Itm ay be that
childr e n will feed the a nim als .)｡
中島は(52)の 樹形図を示して い な い が , (a)
1-Je Xica】 A m bigu lLy に つ い て
(b)はそれぞれ下の ように なるもの と思われる｡
(a) S
/
/
/ ＼
＼
Tn s So
/
/↑ ＼
M V P
Pr es children m ay
/
＼
＼
＼
＼
fe ed the a nim als
(53) T he window s m ay be br oke n.
(a) It is po s sible that t he windo w s
a r ebr oke n. [状態 , 既成 , Episte mic]
(b) It is po s sible that the windo w s
willbe br oke n. [動作 , 未来, Episte-
mic]
(c) It is pe r mitted that the w indow s
be br oke n. [動作 , 未来 , De o ntic]
(54) He m ay go .
(a)
`
Po s sibility
'
1)Pr es e nt or Futu r e(v agu e)
2)Subjectiv ely o r O bje ctively epi-
ste mic(v agu e)
(b)
`
Per mis sio n
'
3)T he s o urce of the per mission :
spe aker or n ot spe ake r?(v agu e)
上記 は(54)の a mbiguity とそ の 各意味に
おける v agu enes sを箇条書き に した もの だ
が , Perkin s(lol一.) の pa r aphr a seは以下
に 示す通りで ある ｡
(54ala)pos sibly (It
'
s po s sible that /
T her e
'
s po s sibility that)he go es.
(54alb)pos sibly(It
'
s po ssible that /
T her e
'
s po s sibilitythat)he willgo.
(54a2a)I t hink(Ibelie v e/ I r e cko n)
he go e s.
`
ン/ ㌔ - ＼ ＼
Tn s
Pr es
So
)F
it S
M V P
m ay
childr e nfeed the a nim als
be
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(54a2b)I think(I belie v e/ I re ckon)
he willgo .
(54a2c) perhaps he go es/ Pe rhaps he
willgo . [s ubjectiv e/ obje ctiv e dis-
tin ctio nin e xplicit]
(54b3a) It is pe r mitted (pe r mis sible)
fo rhim to go .
(54b3b)I per mit(I allo w/I a utho rize)
him to go .
(5 5) Yo u m ay n ot distu rb u s.
(a)Yo u a re n ot pe r mitted to distu rb
u s. [ De ontic, n ot に強勢]
(b)It is po s sible that yo u do not
distu rb. u s. [Episte mic, m ay に 強
勢]
(55a) は助動詞否定 , (55b) は本動詞否定
で ある (村木･ 斎藤:174)｡
(56) He m u st kn o w the r e a s o n.
(a) 彼に はその 理由を知 っ て い るこ とが
必要だ ｡
(It is ne c es s a ry that he should
kn o wthe r e a s o n.)
(b) 彼に その 理由をどうして も知 っ て も
らわね ばな らな い ｡
(It is n e ce ss a ry that w e sho uld let
him kn ow the re a s o n.)
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(c) 彼はそ の理由を知りたい とい っ て き
かない ｡
(He in sists o nkn o wingthe re a s o n.)
(d) 彼はそ の理由を知 っ て い るに ちが い
ない ｡
(Itis ce rtain t hat he kn o w st he
re a s o n.)
Le wis(114) が " M u st[n e ce ssity] - I
a s s ert that it is n ec e ss a ry t hat …
" と pa r-
aphr a s eし得ると しなが らも, m u st を(57)
の ように 4種類に 分8)て い るの は(47)で指摘
したの とおなじ弊に陥 っ てい るように思われ
る ｡
Perkin s(37)は ` m u st' の c o r e m e a ning
と して(58)の ような 一 つ の簡単な定式を与え
て い る｡
(57)(a)Yo u m u stn
'
t le a v ethe c ar the r e
after six , [Legal]
(b)Yo u m llStn
'
t s ay things like t hat
tp M rs W ils o n. [M o r al]
(c) Yo u m u st be c a reful withyo u r
m oney ther e. [pr a ctic al]
(d) T hey m u st ha v e got the letter
by n o w. [Logic al]
(58) M UST: K(C entails X)
where:i . K - s o cial la w s/r atio n al
la w s(ty pic ally)
ii. C - de o ntic s o u rc e/ e vi-
de n c e(ty pic ally)
ia. X - t he o c c u r re n ce of a n
e v e nt/t he tr uth of
the pr opo sitio n.
M u st の 後 に 完了形が来 る場合 も a mbi-
guityが生 じる ｡
(59) Yo u m u st ha v e c o mpleted the w o rk.
(a)It is certain t hat yo u ha v e c o m-
pleted the w o rk. [Episte mic]
(b)It is n ec es s a ry fo r yo u to c o m-
plete t he w o rk(by to m o rr o w).
[De o ntic]
(b)の 場合に は ( ) 内に 示した ような未
来を表す時間表現 が必要で あり , ま た m u st
は have to で置き換え る こ とが可能で ある
( 太田:461)｡ こ の ことに 関連 して 完了形の 命
令文に も未来を示す時間表現が必要で ある こ
と(Ha v e r e adthis pa mphletbyto m o r r o w.)
を想起す べ きで ある ｡
J
(60) Yo u willbe t he reby s e v e n o
'
clo ck.
(a) 7時ま で に はき っ と着く (列車に遅
れ る心配 はな い) [Te mpo r al in e vi-
tability を含意]
(b) 7暗ま で に は着い て い るように ｡
[Logic al inevitability を含意]
(b)よりも(a)の意味で 使われるこ とが多い た
め , willは未来を表す助動詞 で あると従来み
な されて来た ｡ しか し, (a)の 用法の方が 多い
とい う事実は willを ｢未来を表す助動詞｣
と同 一 視して よ い とい う ことに はな らな い だ
ろう (Le wis:116)｡
(61) John w o n't go do w nto w n.
(a) J は下町 へ ば行か ない だ ろう｡
(Itis llOt the c a s et hat John will
go do w nto w n.)
(b) J は下町 へ 行く ことを拒絶してい る｡
(John r efu s esto go do w nto w n/
John in sists o n n ot go lng do w n-
to w n.)
法助動詞の 意味をめ ぐる論議は, こ の小論
で は到底扱い切れ ない の で , 他書に譲 る こ と
に する ｡
9 動 詞
動詞 も名詞 と同様その 多義性と意味特性に
よ っ て a mbiguity を生みだす ｡
(62) T he pr e mie r o rder ed the a r my to
stop lo otlng l nt he c o u ntryside.
(a) 首相は田舎で の 農民の 掠奪を止め さ
せ る よう軍 に命じた ｡
(b) 首相 は軍 に 田舎で の掠奪を止 め るよ
うに 命じた ｡
r_JeXic a】 ^ m b igu Lty に つ い て
(63)Ca n yo u spa re m e a few min utes?
(a) 2 ,3分さい て下さ いませ んか ｡
(b) 2 ,3分失礼 して も [座 を はず して
も] い い ですか ｡
(62)の 暖昧性は動名詞 lo oting の 意味上
の主語が明示されて い な い ため , ま た(63)は
a fe w miⅢute s をN Pととるか , AdvP とと
るか に よ っ て意味の 相違が生 じたの で ある｡
例に よ っ て動詞 を使 っ た Jokes も事欠か な
い ｡
(64) A : Got yo u rte eth filled, eh? Did
the de ntist do a go odjob ?
B : Well, I c a n ho n estly s ay he
spa r ed n o pain s.
A :歯に詰め もの をして もら っ た の?
歯医者さん はち ゃ ん と して くれ た
か い?
B :(a)正直な 話 , 先生 は苦労を い と わ
なか っ た よ｡
(b)正直な話 , 先生 は痛み を与え る
の を容赦しなか っ た よ｡
(65) T : Yo u mis sed m y cla s sye ste rday,
didD
'
t yo u?
S :Not in the le a st, sir, n ot in
the le a st.
T :(a)君 はきの う私の講義に 出なか
っ たね ｡
(b)君はきの う私 の 講義 を聞 き損
な っ た [ 聞けなく て 残念 だ っ
た] ね ｡
S: と ん で もありません ｡
(66) No tim e sho uld be lo st in lo oking
into the proble m .
(a) 今すぐそ の間題 の調査に とりかか る
べ きで ある ｡
(b) その 問題 を調査して 時間をむだ に す
べ きで はな い ｡
(67) T here is no love lo st betw e en them .
(a) 互い に何の愛情ももたな い / 互い に
憎み合 っ て い る ｡
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(b) 互い に愛し合 っ て い る 《原義》｡
(66)(67)は英文 ･ 和文ともに研究社 ｢新英
和大辞典｣(s. Ⅴ . lo s e, vt. 4a) に記載さ れ
て い る もの だが , (66a) はその意味か らして
｢vt. 9a <機会を> 逃 が す , 逸す る｣ に 収
まる べ きはずの もの で ある ｡ (67)はま っ たく
相反する意味に解さ れるの で興味深い 文で は
あるが , これも(aXb)ともに ｢vt. 2( 維持で
きなくてま た は衰えて) 失う｣ とい う語義の
項に 入れ る べ きもの と思 われ る ｡ (67b) の
訳は<二 人の 間で は愛は失われ て い ない >と
い う解釈か ら派生 した で あろう ことは察せ ら
れるが , (67a) の訳 はどう いうふ うに生 じ た
の だろうか ｡ こ れはあくま で推測に過 ぎない
が , ことばとい うもの はそ の意味も含め て 時
とともに 変化する し , 話者が意味に捻り を加
え たり , 勝手に前提を設けたりして , 当初 の
意味と は異な っ た用 い方をする こ とは察す る
に 難くな い ｡ それ で , (67a) は ｢二人の 間 で
失われた愛(なんて もの)はない｣ - ｢二人 は
初 めか ら愛 し合 っ て い なか っ た の だ｣ - ｢ 互
い に何の愛情ももたな い｣ と いうふ うに変化
したもの と思われる ｡
10 副 詞
(68) M a ry is o山y pr etty.
(a) M はかわい らしい とい う程度だ ｡
(M a ry is n o m o retha n pretty.)
(b) M はかわい らしい だけだ ｡
(M a ryis n
'
t a nything els e. S he is n
'
t
intellige nt a s w ell.)-
(68a) は同じ美醜の 尺度の 中で be a utiful
とい う所まで は行かない とい う意味で , only
は数量詞 的で あ る ｡ それ に対し, (68b) は
pretty を他の種 類の 資質 (例え ば , intelli-
gent) と対比 して お り , o nly は
`
n o othe r
tha n
'
の 意味で ある ( 太臼:131)｡
(69)John only phoned Ma ry today.
(a) J だけが今日M に電話 した ｡
(b) J は今日 M に電話 しただ けだ (逢っ
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て はい な い)｡
(c) Jが今日電話した の はM だけだ ｡
(d) J はM に電話を今日したばかりだ｡
上 の例は only の作用域と焦点が問題とな
る文で , o nly 以外の どの語 に 強勢を置くか
に よ っ て , 解釈が異な っ て く る ｡ Only は注
意や制限など話者の 気持ちを表現する ために
挿入的に用 い られ , 文中における位置もかな
り自由な副詞的付加語 (Adv erbial adjunct)
とみ なされる ( 中島,下:120)
さ て , こ こ で本題占はやや離れるが , 日本
人にと っ て `あいま い
'
なとられ方をさ れて
い る quite と still につ い て 瞥見 して おく
(Clo se :359 fn. , 362)｡
(70)(a) M a ry is quite pr etty.
(M はまあきれい だ)
(b) M a ry is quite right.
(Mの 言 っ て い る こと はま っ たく正 し
い)
程度を表す quite は
`
gr adable adverb or
adjectiv e
'
の前で用 い られ る と m oderately
の意味とな り , `u ngr adable adv e rb o r ad-
je ctiv e
'
の 前で用 い られる と abs olutely の
意味となる ｡
(71)(a)He's n ot stillw aiting.
- He ha s stop ped w aitlng.
(b)He
'
s stilln ot w aiting.
- He ha s not sta rted w aiting yet.
副詞類が どの語 を修飾す る か (AdvP at-
ta chm e nt) に よ っ て 嘆昧さ が生 じ る ｡ これ
はStru ctural Ambiguity の部類に 入 る べ き
もの で あが, それらをまず(72)-(75)で 扱
う ｡
(72)John inte nded le a ving yesterday.
(a) 過去の ある時点で J は昨日発 つ つ も
りで い た ｡
(b) 昨日 J は未来の ある時点に 発 つ つ も
りで い た ｡
上の英文は , inte nd を動詞 とす る上位の
節と 1e a v eを動詞 とす る下位の 節が 存在す
るが , yeste rday が どちらの 節に あるか の 解
釈の 遠い に よ っ て両義 とな る ｡ (a)で は出発
の 時点が規定されて い るの に対し,(b)で は青
図の 時点が規定されて い る ｡ Intend, w a nt,
e xpe ct 等は補文に時間の 副詞をとり得る が ,
begin, ke ep, stop はとり得な い (岡田 ･ 山
梨:355f.)｡ 次は補文に不定詞が用 い られて
い る例で ある ｡
(73) He w a nted to elope with he r yes-
te rday.
(a) He w a nted [to elope with he r
ye ste rday].
(b) He w a nted [to elope wit h he r]
ye ste rday.
(74) He told her quietly to ro w the
bo at.
(a) He told he r [quietly to r o wthe
bo at].
(b) He told he rquietly [to r o wthe
bo at].
(74)は分裂不定詞 を避けて , 不定詞 内の 副
詞を不定詞の 直前に 持 っ て きた の で唆味性が
生じた の だが , 伝達動詞が出て きた っ い でに ,
日本語 で の伝達文に お ける修飾 (副詞) の嘆
昧性も見て おきたい ｡ 日本語 は節頑境界を持
た ない ために , こうした現象が起 こ るとい え
る (Ke ss& N ishimits u:158)｡
(75)(a)彼は人前 で子供を抱くなと叱 っ た｡
[人前で - 抱く, 叱 っ た]
(b) バ ス の中で た ば こ を吸う こ と は悪
い ことだ と考え た ｡ [バ ス の 中で - 吸
う, 考え た]
形の 上で はV Pを修飾するが , 意味の上 で
は動詞 を修飾しない副詞が ある ｡
(76)(a)Ja ck kiss ed Jillchee rfully. [話者
評言]
- Ja ck w a s che erful w he n he kis s-
ed Jill.
(b)Jiuw a skis s ed by Ja ck chee rfully.
- Jillw a s che e rful w he n she w a s
l｣exic aI Am bigulty に つ い て
kis s ed by Ja ck.
(c)Ja ck tre ated Jillc r u elly. [様態]
(d)Jillw a stre ated cr u elly by Jack.
(a)の chee rfully は意味上 kiss ed とい う
動詞を修飾して い る の で はなく , 主語 のJa ck
の 動作に つ い て の話者の評言 で ある こと は ,
受動文(b) で che erful で ある の は Jill で
ある こ と か ら分か る ｡ 様態の 副詞 c r u elly
は(c)(d)の両方と も動詞 tr e at を修飾して
い る ( 中島, 下:87)｡ なお(76)に おい て(a) を
(b)に受動変形 して 意味が変わ っ たとい うこ と
は , 表層構造も意味解釈に与 っ て い る証拠で
ある ( 村木･ 斎藤 :172)｡ 話者評言的副詞は
`
D isju n ct
' と呼ばれて い る が, こ れが疑問
文とともに用い られ ると興味深い 現象を呈す
る (C GE L:8.124, 太田:480)｡
(77) Fr a nkly, is he tired ?
(a)i a sk yo u fr a nkly, is he tir ed ?
(b)Tellm efr a nkly, is he tired?
疑問文の遂行的表現 は
"
I a sk yo uto tell
m e
"
と い う意味で , fr a nkly は a sk を修
飾す るの かそれ と も tellを修飾す る の か ,
つ まり fr a nk なの は話者か聞き手 か と い う
こ とで , 暖昧さが生 じる ｡
(78) Bo s s ate his br e akfa st(,)in a cc o rd-
a n c e with t he law .
(a) T he la w obliged Ro s to e at his
br e ak fa st, a nd he dids o.
- Ro s s, in a c c o rda n c e with the
law , ate his bre akfa st.
- In a c c o rdance with thela w, Ro ss
ate his br e ak fa st.
(b) T he partic ular w ay that Ro s s ate
his br e akfa st w a slegal.
(78)に お い て , c o m m aの 有 る はうが(a),
無い はうが(b)の 意味である ｡
A dvP atta chm e nt は `1exic al pr eference
'
と文中に おける AdvP の位置の 両方 で規定
され る ｡ 一 般的に言 っ て AdvP が 文頭に く
れ ば Se nte n c e atta chm e nt, 文尾 に く れ ば
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v patta chm e nt である ｡ 次の 例を見 られ
たい ｡
(79)(a)Fo rtu n ately, he didnot die.
[se nte n c e atta chm e nt]
- He did not die, a nd that w a s
fo rtu n ate.
(b)He did n ot die fo rtu n ately.
[v p atta chm e nt]
- It w a s n ot the c a sethat he
died fortunately.
- He died in an unfortu n ate
m a n n e r.
疑問副詞 も, それが(80)の ように修飾す る
動詞 の唆味さ (Str u ctu r al Ambiguity) と ,
本稿冒頭の例で示 したように語本来の 多義に
よ っ て , 暖味な文を生み だす｡
(80) W he n did he s ay he w o uldc o m e?
(a)彼は, い っ 来ると言 いま したか ｡
[c o m eに 強勢]
(b)彼はい っ , 来ると言い ましたか ｡
[s ay に強勢]
(81) w here did he c atch he r?
(a)He c a ught he rin the hotel.
(b) He c a ught her by t he sle e v e.
W he r e は
`
in what pla ce
'
,
`
by what
pa rt
' とい うP P に書き直して み ると , lo c ali-
ty と in str u m e nt の 二義 を有する こ と に な
る の で , (81)の 問い に対して ,(a) (b) の よう
な 二通りの応 答が可能に な るわけである ｡ こ
の 唆昧性を利用 した joke も事欠か ない ｡ 一
例を挙 げて み る ｡
(82) S : Pr ofe ss o r, I c a n't go to cla s s
today.
P : W hy?
S :i d()n
'
t fe el w ell.
P : W her edon
'
t yo u feel well?
S :In cla s s.
疑問詞 をめ ぐる多義文はまた別の と ころ で
扱う予定で ある ｡
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11 接 続 詞
(83) T he tall boys and girls.
(a)The tall[boys a nd girls].
(b)The [tall boys] and girls.
(84)John a nd Pete rhad o w n ed the flat.
(a) JとP はその フラ ッ ト を別々 に ( 従っ
て異なる時期に) 所有して い た ｡
(b) JとP はその フ ラ ッ ト を共同で 所有し
て い た ｡
(85)John a nd Ma ry a r e m a r ried.
(a) John is m a rried to s o m e o n e a nd
M a ry lS m a r ried to s om e o n e.
(b)John a nd Ma ry a r e m a rried to e a ch
ot her.
(a) は節か らの 再構造化に よ る方法 [Sの
等位接続] で得られた もの で あり ,(b)は等位
接続さ れたNP主語を持 っ 単 一 の 深層構造 か
ら派生 [N Pの 等位接続] した もの で あ る ｡
And の代わりに o r を用 い る と (a)の読 み に
なる ｡ すなわち , 節の 等位接続に よ っ て 派生
さ れた文とな る( 岡田 ･ 山梨:163)｡ 安藤
( 読:194)は(a)の ような文接続を分離的等位 ,
(b)の ような N P接続を連結的等位と呼ん で
い る ｡
(86)Ha r ry kne w Fred and To m kn e wLiz.
(a)[Har ry kne w Fred] a nd[To m kn e w
Liz].
(b)Ha rry kn e w [Fr ed a nd To m kn e w
Liz].
(87) Claire willm a r ry Bu rt a nd E thel
willre slgn ifDa vid go esto Gla sgow .
(a)C willm ar ry B and if Dgo e sto G ,
E wi 11r esign .
(b)If Dgo e sto G the n n ot o nly will
C m a r rァ B but E willals o re slgn .
接続詞 a nd が用 い られたとき , どの構成
素が接続されるの かとい う問題 を(83) (86)
で見たが , そ れは見方を変えれば文の ど こ で
区切るの か と い うこ とと同じ で ある ｡ (87)は
条件を表す ifと他の 接続語 (c o n n ectiv es)
が共起す るとき , 暖味さ が生 じる ことの 例 で
ある ｡ 即ち ,<if一 節>は S2( - Etbel will
r esign) だ けに かか っ て い るの か , そ れとも
S l + S 2 の両方にかか っ て い るの か が唆味な
の である ｡ い ずれに して も, Clair e が Bu rt
と結婚す る ことに変りはない ｡ 上記 の例は下
の 例とと もに, Stru ctural A mbiguity に 属
するもの である ｡
(88) Ada m will take Lu cy o r Cathy and
D ia n a. .
(a) Ada m will take [Lu cy o r Cathy]
a nd [D ia n a].
(b) A da m wi lltake [Lu cy] o r[Cathy
and D ia n a].
(89) s hall w e a sk Helle n a nd Ja n e o r
B ill?
(a)Shallw e a sk[Helle n] a nd [Ja n e o r
Bill]?
(b)Shall w e a sk[Helle n a nd Ja n e] o r
[Bill]?
合併的並列を表す接続詞 a nd(｢並 びに ,
及 び｣) と選択的並列を表す or(｢若しく は,
或は, また は｣) が現れる順序にか かわ らず ,メ
N P連結の 区切りに よ っ て 多義性が生 じる例
であり, 同様の現象は 日本語に も生 じる ｡
(90) Aまた はB及 びC ｡
(a) [Aまた はB] 及 びC｡
(b) Aまたは [B及びC]｡
(91) He dodged befo r ethe ball hit him .
(a) ｢ボ ー ル は彼に あた っ た｣ とい う読 み
[ <befo r e一 節>内の 内容は真]｡
Eg. He re sted before he s a w the
a mba s s ado r.
(b) ｢ボ ー ル は彼に当た らなか っ た｣ とい
う読み [ <befo r e一節>内の 内容は偽]｡
Eg. He died befo rehe s a wthe am-
ba ss ado r.
こ の 場合 , before に 二 義が あ っ て 嘆昧性
が生 じると い うことが問題な の で はなく , 副
Lexic a一 A mbiguity に つ い て
詞節の中で述 べ られて い る事柄が事実である
とい う含意を有す るか否かが問題となるの で
ある｡ それを決め るの は文脈で あるとい う こ
とに なる ｡
12 結 び
冒頭で述 べ たとおり, 小論の 目的は, それ
ぞれの 品詞におい て どの ような暖昧性が生じ
るの か, その 実態を観察する こ とで あ っ た ｡
名詞 で は同音異義に よる唆昧性が専らで あ
るの に対 し, 代名詞 は照応関係で 唆昧さが生
じる ことの 多い ことを見て きた｡ 形容詞 は多
義性に 加えて, 制限的 ･ 記述的の 二 用法が あ
る こと, また異な っ た語類を兼用する こ とに
由来する暖味性がある こ とを見てきた ｡ 前置
詞 は時空間 の関係 を表す語 で あるが , 唆昧さ
は話 し手の 視点や語義の多義性に 起因する こ
とを例文は示し て い た ｡
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法助動詞 は小論で扱うに は余りに も大きな
問題で あるが, 意味論的に極めて興味深い材
料を提供して い る こと は, 本論の数例を見た
だけで も理解で きる｡ 動詞は文型に よ っ て意
味を変え, Stru ctu r al A mbiguity を生 みだ
す最た る源 で あるが , Le xic al A mbiguity
をも生みだす ことは本例で見たとおりである｡
副詞 は作用域や修飾 ( 付加)の差異に よ っ
て , そして接続詞は語句の結合の あり方に よ っ
て多義が生 じる ことを概観して きた ｡
語学関係の 論文はとかく硬くなりが ちで ,
特別に 関心をもつ 者で ない か ぎり, それを読
ん で知的な刺激や喜びを得る ことは余りない
ようで あるが, 本稿は随所に ジ ョ ー ク を例文
と して配 して あるの で , わさびの ようなきき
めが多少はあるの で は ない か と密か に期待し
て い る ｡
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ABSTRACT
Ina sm u ch a st he Japa n e s ete nd to take
`
a mbiguity
'
a side ntic al with
`
v agu ene ss
'
,
it
m ay be advis able to dr a w a strict distin ctio n betw e e nthe tw ote r m s･ The latteris the
ca s e wher e a refer e ntial w o rd r efe rsto a wide range ofdiffere nt t hings o rpe rs o n s. W e
a rehe renot c oncer n ed with this kind of refer e ntial v agu e n es s. T he fo r m e ris the c a s e
whe re a w o rd o r aphra se or a s e nte n c eha s m o retha n o n e s e n s e. A m bigu lty re s ulting
fr o m a w o rd is c alled Le xic al Am biguity in c o ntr a st to Str u ctu r al Am biguity, which
is de sign ated a s s u ch bec a u s e a s equ n c e of w ords c a n allo w m o r etha n o n einterpreta -
tio n of the gra m m atic al r elatio n ships betw e e nthe ele m e nts of a phra s e or a s ente n c e･
T his paper s ur veys v a rio u stypes of a mbigu o u s e xpr es sio n s, w hich a re cla s sified a c-
c o rding to the c o n v entional w o rd cla ss. It is n ot o u rinte ntio n to in clude all im agin able
a spects of lexic al a mbiguity, nor is the re aderinte nded to find a ny ge n e r al gr a m m atic al
r ule s o rthe o rie sto cla rify s u ch a mbigu o u s expres sions.
K E Y WOR DS
A m bigu lty, Vagu e n e ss, Pa rts of Spee ch, Context, M e an ing, Str u ctu r e, Play o n W o rds･
